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(1)　第1842号　2021年４月25日

2021年度全国情報宣伝セミナー
日　時　5月14日（金）
　　　　13：00 ～ 17：30
場　所　自治労会館（水戸市）ウェブ開催
内　容　◇全体講演　　◇分科会

　
昨
年
の
第
２
０
１
通
常
国

会
で
廃
案
と
な
っ
た
国
家
公

務
員
の
定
年
制
を
現
行
の
　60

歳
か
ら
２
０
３
２
年
度
ま
で

に
　
歳
に
引
き
上
げ
る
「
国

65
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
」
に
つ
い

て
、
政
府
は
、
４
月
　
日
の

13

閣
議
で
決
定
し
、
国
会
に
再

提
出
し
ま
し
た
。
 

　
自
治
労
な
ど
が
参
加
す
る

公
務
労
協
は
、
今
後
、
継
続

審
議
と
な
っ
て
い
る
「
地
方

公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
」
を
含
め
た
、
速

や
か
な
法
律
案
の
審
議
・
採

決
と
成
立
を
め
ざ
し
国
会
対

策
に
全
力
を
あ
げ
る
と
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
治
労
も
国
に
遅

れ
る
こ
と
な
く
地
方
で
も
定

年
引
上
げ
が
実
施
で
き
る
よ

う
総
務
省
に
対
し
て
交
渉
を

強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
自
治
体
で
の
具
体
的
な
条

例
の
改
正
に
つ
い
て
は
法
改

正
後
に
協
議
が
本
格
化
す
る

も
の
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
自
治
体
単
組
で
は
、
条
例

制
定
前
に
、
賃
金
格
付
け
、

　
歳
以
降
高
齢
期
に
な
っ
て

60も
働
き
続
け
ら
れ
る
人
員
配

置
や
業
務
割
り
振
り
等
の
諸

課
題
に
つ
い
て
法
案
成
立
を

見
据
え
、
職
場
討
議
を
進

め
、
課
題
を
洗
い
出
す
と
と

も
に
、
当
局
と
の
協
議
を

行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

公
務
労
協
・
自
治
労
は
成
立
に
全
力

定
年
引
上
げ
を
閣
議
決
定

域
育

違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違

段階的定年延長早見表（県本部作成）

〇 役職定年制：管理監督職の職員は60歳の誕生日から同日以降の最初の４月１日までの間に、管理監督職以外の官職に異動させる。
〇 60歳に達した職員の給与：当分の間、職員の俸給月額は60歳に達した日後の最初の４月１日以後、その者に適用される級及び号俸に応じた額に７割を乗じた額とする。
〇 60歳以後定年前に退職した者の退職金：職員が不利にならないように当分の間、定年を理由とする退職と同様に算定する。
〇 定年前再任用短時間勤務：60歳に達した日以後、定年前に退職した職員を本人の希望により、短時間勤務の官職に採用することができる。

年度
（和暦年度）
定年年齢
退職日

2022
（R４）
60歳

2023年3月31日

2023
（R５）
61歳

退職者無し

2024
（R６）
61歳

2025年3月31日

2025
（R７）
62歳

退職者無し

2026
（R８）
62歳

2027年3月31日

2027
（R９）
63歳

退職者無し

2028
（R10）
63歳

2029年3月31日

2029
（R11）
64歳

退職者無し

2030
（R12）
64歳

2031年3月31日

2031
（R13）
65歳

退職者無し

2032
（R14）
65歳

2033年3月31日

60歳定年

59歳

58歳

57歳

56歳

55歳

61歳

60歳

59歳

58歳

57歳

56歳

62歳

61歳定年

60歳

59歳

58歳

57歳

63歳

62歳

61歳

60歳

59歳

58歳

64歳

63歳

62歳定年

61歳

60歳

59歳

65歳

64歳

63歳

62歳

61歳

60歳

65歳

64歳

63歳定年

62歳

61歳

65歳

64歳

63歳

62歳

65歳

64歳定年

63歳

65歳

64歳 65歳定年

生　

年　

月　

日

1962年度
（1962年4月2日～
1963年4月1日）

1963年度
（1963年4月2日～
1964年4月1日）

1964年度
（1964年4月2日～
1965年4月1日）

1965年度
（1965年4月2日～
1966年4月1日）

1966年度
（1966年4月2日～
1967年4月1日）

1967年度
（1967年4月2日～
1968年4月1日）

再任用

再任用

再任用

再任用

再任用

【国家公務員法等の一部を改正する法律案の概要】
内閣人事局

　平均寿命の伸長や少子高齢化の進展を踏まえ、豊富な知識、技術、経験等を持つ高
齢期の職員に最大限活躍してもらうため、定年の65歳引上げについての国会及び内
閣に対する人事院の「意見の申出」（平成30年８月）に鑑み、国家公務員の定年を引
き上げる。

１．定年の段階的引上げ
現行60歳の定年を段階的に引き上げて65歳とする。
（ただし、職務と責任の特殊性・欠員補充の困難性を有する医師等については、
66歳から70歳の間で人事院規則により定年を定める）

２．役職定年制（管理監督職勤務上限年齢制）の導入
① 組織活力を維持するため、管理監督職（指定職及び俸給の特別調整額適用官職
等）の職員は、60歳（事務次官等は62歳）の誕生日から同日以後の最初の４月
１日までの間に、管理監督職以外の官職に異動させる。
② 役職定年による異動により公務の運営に著しい支障が生ずる場合に限り、引き
続き管理監督職として勤務させることができる特例を設ける。

３．60歳に達した職員の給与
人事院の「意見の申出」に基づき、当分の間、職員の俸給月額は、職員が60歳
に達した日後の最初の４月１日（特定日）以後、その者に適用される俸給表の職務
の級及び号俸に応じた額に７割を乗じて得た額とする。（役職定年により降任、降
給を伴う異動をした職員の俸給月額は、異動前の俸給月額の７割水準）
（※）検討条項として、政府は、①60歳前後の給与水準が連続的なものとなるよう、
国家公務員の給与制度について、人事院において公布後速やかに行われる昇任・昇
格の基準、昇給の基準、俸給表などについての検討の状況を踏まえ、定年引上げ完
成の前（令和13年３月31日まで）に所要の措置を順次講ずること、②公布後速や
かに評語の区分など人事評価について検討を行い、施行日までに所要の措置を講
ずること、を規定

４．高齢期における多様な職業生活設計の支援
① 60歳以後定年前に退職した者の退職手当
60歳に達した日以後に、定年前の退職を選択した職員が不利にならないよう、
当分の間、「定年」を理由とする退職と同様に退職手当を算定する。

② 定年前再任用短時間勤務制の導入
60歳に達した日以後定年前に退職した職員を、本人の希望により、短時間勤
務の官職に採用（任期は65歳まで）することができる制度を設ける。

５．その他
・検察官、防衛省の事務官等についても、同様に定年の引上げ等を行う。
・施行日：令和５年４月１日

令和13年度
～完成形】

令和11年度
～12年度

令和９年度
　～10年度

令和７年度
　～８年度

令和５年度
　～６年度現行

65歳64歳63歳62歳61歳60歳定年

第26回参議院全国比例区選挙　自治労組織内候補予定者

 鬼 　
おに

 木 　まこと
き

■略歴
1963年 福岡県 筑  紫  野  市 生まれ

ちく し の し

1976年 福岡県筑紫野市立二日市小学校卒業
1979年 福岡県筑紫野市立二日市中学校卒業
1982年 福岡県立筑紫高等学校卒業後
 福岡県庁入職
 県税事務所（徴収等）、保健所（環境・
 公衆衛生）、総務事務センター（福利厚
 生）などを担当
1989年 福岡県職員労働組合　青年部長
 自治労福岡県本部　青年部書記長
1996年 福岡県職員労働組合　筑紫支部長
2005年 福岡県職員労働組合　執行委員（労安部長）
2006年 福岡県職員労働組合　副委員長
2010年 福岡県職員労働組合　書記長
2012年 福岡県職員労働組合　委員長
2014年 自治労中央本部　組織対策局長
2015年 自治労中央本部　総合公共民間局長
2019年 自治労中央本部　書記長
2021年　立憲民主党参議院比例第15総支部長
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不
祥
事
を
暴
か
れ
た
問
題

企
業
の
よ
う
な
ぶ
ざ
ま
な
対

応
を
、
誰
も
止
め
る
人
が
い

な
か
っ
た
の
か
。

　「
週
刊
文
春
」
は
４
月
１

日
発
売
号
で
「
白
鵬
、
海
老

蔵
、
後
援
者
…
森
・
菅
・
小

池
の
五
輪
開
会
式
〃
口
利
き

リ
ス
ト
〃
」
と
題
す
る
記
事

を
掲
載
。
開
会
式
責
任
者

だ
っ
た
演
出
振
付
家
Ｍ
Ｉ
Ｋ

Ｉ
Ｋ
Ｏ
氏
の
チ
ー
ム
に
政
治

家
た
ち
が
出
演
者
に
関
す
る

要
求
を
次
々
繰
り
出
し
、
彼

女
が
圧
力
を
は
ね
つ
け
る
と

降
ろ
さ
れ
た
。
開
会
式
予
算

１
3
0
億
円
は
も
う
　
億
円

10

し
か
残
っ
て
い
な
い
、
な
ど

と
報
じ
た
。

　
東
京
五
輪
の
予
算
額
は
膨

張
の
一
途
で
現
在
１
兆
６
４

４
０
億
円
。
そ
の
う
ち
１
兆

円
近
く
は
国
と
東
京
都
が
出

す
税
金
で
あ
る
。
税
金
を

使
っ
た
公
的
行
事
の
あ
り
方

や
政
治
家
関
与
の
報
道
に
高

い
公
益
性
が
あ
る
の
は
言
う

ま
で
も
な
い
。

　
そ
れ
に
対
し
東
京
五
輪
組

織
委
員
会
は
、
発
行
元
の
文

芸
春
秋
に
抗
議
し
、
掲
載
誌

の
回
収
、
販
売
中
止
、
ネ
ッ

ト
記
事
の
削
除
を
要
求
し

た
。
組
織
委
の
橋
本
聖
子
会

長
は
４
月
２
日
の
記
者
会
見

で
「
報
道
の
自
由
を
制
限
す

る
と
い
う
こ
と
で
は
全
く
な

い
。
た
だ
、
２
８
０
ペ
ー
ジ

に
及
ぶ
内
部
資
料
が
入
手
さ

れ
て
お
り
、
組
織
委
の
秘
密

情
報
を
意
図
的
に
拡
散
し
、

業
務
を
妨
害
し
た
と
判
断
し

た
」
と
説
明
。
著
作
権
法
違

反
や
業
務
妨
害
に
も
あ
た
る

と
い
う（「
朝
日
新
聞
」
４
月

３
日
付
）。

　
内
部
資
料
を
基
に
し
た
報

道
が
著
作
権
法
違
反
な
ら
、

調
査
報
道
は
大
き
く
制
約
さ

れ
る
。
税
金
の
使
い
道
に
関

わ
る
情
報
は
で
き
る
限
り
透

明
性
を
高
め
る
べ
き
で
、
何

で
も
か
ん
で
も
秘
密
に
し
、

納
税
者
の
検
証
を
阻
む
姿
勢

こ
そ
問
題
だ
ろ
う
。
著
作
権

法
も
、
報
道
目
的
な
ら
「
正

当
な
範
囲
内
」
で
の
著
作
物

利
用
を
認
め
て
い
る
。

　
毎
日
新
聞
も
４
月
１
日
付

で
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

会
場
運
営
を
担
う
企
業
へ
の

委
託
費
の
積
算
に
関
わ
る
組

織
委
内
部
資
料
を
基
に
、
人

件
費
単
価
が
１
人
１
日
当
た

り
最
高
　
万
円
（「
運
営
統

30

括
」の
場
合
）
と
報
じ
た
。

人
件
費
単
価
は
委
託
額
の
積

算
に
使
う
も
の
だ
が
、
驚
く

ほ
ど
高
い
。
組
織
委
は
「
毎

日
」
報
道
に
も
、「
抗
議
」

で
応
じ
た
。「
招
致
が
金
で

買
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
疑
惑
も
く
す
ぶ
る
。

　
組
織
委
の
森
喜
朗
会
長

（
当
時
）
が
日
本
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）

の
臨
時
評
議
会
で
女
性
蔑
視

発
言
を
し
た
際
、
参
加
者
ら

は
笑
っ
て
見
過
ご
し
た
。
今

回
も
、
報
道
の
自
由
に
挑
戦

す
る
か
の
よ
う
な
「
抗
議
」

を
誰
も
止
め
ら
れ
な
か
っ

た
。
開
会
式
だ
け
で
は
な

い
。
組
織
委
の
隠
蔽
（
い
ん

ぺ
い
）
体
質
こ
そ
が
、
問
わ

れ
て
い
る
。

ジャーナリスト

北　健一

五
輪
組
織
委
の
残
念
な
体
質

  経
済
ニ
ュ
ー
ス
の
裏
側
巾

域
育

違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違

学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学びびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびのののののののののののののののののののののののののののののの場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加ししししししししししししししししししししししししししししししよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ学びの場へ参加しよううううううううううううううううううううううううううううううう
2021年度ブロック活動者学校

学びの場へ参加しよ学びの場へ参加しようう

▽第１回テーマ「私たちの課題と要求づくり」
　講師：千歳自治労県本部委員長

場　　所ブロック日　時

自治労会館（水戸）水戸（ホスト会場）
５月12日（水）
ＰＭ６：30～

ネット接続可の会場確保県北（サテライト会場）

ネット接続可の会場確保水郡（サテライト会場）

県南会館（牛久）県南・県職（ホスト会場）
５月20日（木）
ＰＭ６：30～

ネット接続可の会場確保土浦（サテライト会場）

ネット接続可の会場確保鹿行（サテライト会場）

▽第２回テーマ「安全衛生活動と快適職場づくり」
　講師：自治労本部青木労働条件局長

場　　所ブロック　日　時

自治労会館（水戸）水戸・県職（ホスト会場）
６月３日（木）
ＰＭ６：30～

ネット接続可の会場確保県北（サテライト会場）

ネット接続可の会場確保水郡（サテライト会場）

県南会館（牛久）県南・県職（ホスト会場）
６月10日（木）
ＰＭ６：30～

ネット接続可の会場確保土浦（サテライト会場）

ネット接続可の会場確保鹿行（サテライト会場）

▽第３回テーマ「助け合い・支え合い－じちろうの共済」
　講師：全労済自治労共済茨城県支部花岡事務局長

場　　所ブロック日　時

自治労会館（水戸）水戸・県職（ホスト会場）
７月７日（水）
ＰＭ６：30～

ネット接続可の会場確保県北（サテライト会場）

ネット接続可の会場確保水郡（サテライト会場）

県南会館（牛久）県南・県職（ホスト会場）
７月14日（水）
ＰＭ６：30～

ネット接続可の会場確保土浦（サテライト会場）

ネット接続可の会場確保鹿行（サテライト会場）

※場所は自治労会館、県南自治労会館をホスト会場とし、各ブロックでＺＯＯＭ
を使用して開催。終了時間は概ねＰＭ８：00とします。

　「2021自治体賃金確定」に向けた第４回ブロック活動者学校は10月16日（土）を
予定しています。
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